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2012年11月21日、京都府立医科大学附属病院患者図書室「ほほえみ」がオー

プンしました。私は、オープン当初からボランティアとして参加していますので、そ

の視点からみた患者図書室「ほほえみ」の活動について述べさせていただきま

す。

運営のかたち

患者図書室プロジェクトチームは、附属病院事務部（担当は病院管理課）と附

属図書館の司書で 構成され、開設までの準備に当たりました。プロジェクトチームの皆さんの並々ならぬ意欲と努力の結

果、図書室は、機能性にすぐれ、デザイン性も高い調度品で統一され、落ち着いた雰囲気の部屋になりました。附属図書

館で選定された蔵書は、医学書と一般書・児童書で構成され、それらは、全て新しく購入された図書で揃えられました。

情報検索のためのパソコン2台・病気についてのパンフレット類も加えて、全てが真新しい患者図書室「ほほえみ」が誕生

しました。開設後は、プロジェクトチームに加えて、新しく募集されたボランティアメンバーが運営に関わっています。日常

のカウンター当番は、ボランティアが当たり、病院管理課がコーディネーター的な役割を担い、附属図書館が図書に関す

るさまざまな専門的なサポートを行っています。日々の運営内容については、月に一回開かれる事務局会議（病院管理

課・附属図書館司書・ ボランティア事務局で構成）とほほえみボランティア全体ミーティングの場で、話し合いながら進め

ています。

いつでも開いている図書室

「ほほえみ」は、24時間、年中無休で開室されています。

スタッフが常駐していない時間帯もありますので、安全管理のため、警備室に直結した２台の防犯カ メラと非常通報装

置が設置されています。夜に手術を待つ患者家族や、夜遅くまで寝られない患者さん、朝早く目覚めてしまった患者さん、

そして、土日にお見舞いに来た患者家族のためにも、「いつでも開いている図書室」は大きな意味があると思います。「24

時間、年中無休の開室」について、病院内でもさまざまな意見があったと聞いています。特に安全面でのリスクを考えると

不安の声が出たというのは当然のことなのかもしれません。けれど、利用者である患者のニーズにどう答えるかという課

題を前にして、 リスクを考えて、そこで止まるか、それとも、問題点を解決するための努力をして、リスクを乗り越えるか、

いずれにしても、患者さん達の思いに添って考えることが大切だと思います。

医学書について

一般向けの医療・健康情報については、書店の棚に並ぶ書籍やインターネット上に氾濫し、いざ、患者が自分にとって

必要な情報が欲しいとき、患者自身にそれを見極めるだけの能力が必要となります。　けれど、医療の専門家でもない患

者にとって、それは思いのほか難しいことと言えます。　そのため、ある程度取捨選択された情報のなかから、信頼のお

ける情報を得ることができる環境を、医療の現場である病院のなかに整備されるということは必要なことではないでしょう

か。　「ほほえみ」の蔵書には、附属図 書館で選書された医学書が約半数あり、分かりやすく、かつ専門的な内容の図書

を利用する患者さんが多く見られます。

患者図書室に求められるもの

近年、医療現場でおこる医療者と患者とのトラブルが問題となっています。こうした問題は医療現場でさまざまな弊害と

なって、より良い医療を目指す人、求める人達の妨げになっているように思えます。医療者サイド、患者サイド、双方が相

手側に責任の所在を求めるだけでは問題解決の道は遠くなるでしょう。患者も自分の病気については、主体的な姿勢で



のぞみ、自身が受けたいと考える医療に近づくために自己学習をするなどの努

力をすることが必要だと思いますし、医療の側も、患者が自身の病気や治療法

について、理解を深めるために自己学習できる環境を整えるなど、専門的な立

場からのさまざまなサポートが求められているのではないでしょうか。それがひ

いては、互いが理解しあう早道につながるのではないかと思います。　 「信頼

のおける医療情報を得ることができる患者図書室」もそのなかに位置づけられ

ると考えます。


